


















して，上海市では2017年 1 月 1 日から 3 つの区（金山区，徐匯区，普陀












類される。また，給付要件・給付水準を見ると，要介護 2 ～ 6 級と認定
された被保険者が社区と在宅の介護・看護サービスを利用できる。要介
































て判定される。要介護度は 1 から 6 級の 6 段階であるが，介護・看護サー



















同「試行方法」によれば，要介護 2 ～ 6 級と認定された被保険者が社
区と在宅介護・看護サービスを利用できる。試行段階では，要介護 2 ～




































































1 ヶ月以上 6 ヶ月未満，要介護 5 ～ 6 級と認定された被保険者について




要介護 2 ～ 6 級と認定された被保険者は自己負担 2 . 5 割で老人ホー
ムなどの施設で介護・看護サービスを利用できる。具体的には，要介護








































2 級， 3 級
利用回数は週 3 回で，





1 回の利用は 1 時間
である。
5 級， 6 級
利用回数は週 7 回で，




2 級， 3 級 1 日当たり20元。
基金からの給付は
85％である。4 級 1 日当たり25元。




















































































要介護度 2 級と 3 級の被保険者の自己負担は月額約2,700元，要介護度
















社区と在宅介護・看護を奨励するために，要介護 5 ～ 6 級の被保険者に
追加の給付額を増す。しかし，特に要介護 2 級， 3 級と 4 級の被保険者
には，格差がまだ存在している（表 5 ）（胡，2018）。ちなみに，長期介
護保険の被保険者によって民政居宅養老サービス手当は，要介護 1 級の
被保険者が月30時間，要介護 2 ～ 3 級の被保険者が月10時間，要介護 4
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級の被保険者が月15時間，要介護 5 ～ 6 級の被保険者が月20時間と定め
られている。
表 5 によると，従来の民政居宅養老サービス手当は，軽度（要介護 1
級）の場合，１ヶ月30時間，中度（要介護 2 ～ 3 級）の場合， 1 ヶ月
40時間，重度（要介護 4 ～ 6 級）の場合， 1 ヶ月50時間となっている。
また，現在の民政居宅養老サービス手当と長期介護保険における社区と
在宅介護・看護サービスの給付額の合計によると，要介護 1 級の被保険
者の給付額が月30時間，要介護 2 ～ 3 級の被保険者の給付額が月22時間，
要介護 4 級の被保険者の給付額が月35時間，要介護 5 ～ 6 級の被保険者
の給付額が月48時間となっている。最後の格差からも分かるように，長
期介護保険における社区と在宅介護・看護サービスの給付額と従来の民
政居宅養老サービス手当に比べて，要介護 2 ～ 3 級の被保険者の給付額
が月18時間減少され，要介護 4 級の被保険者の給付額が月15時間減少さ






要介護度 1 級 2 ～ 3 級 4 級 5 ～ 6 級
民政居宅養老サービスの要介護度 軽度 中度 重度 重度
民政居宅養老サービス手当（現在） 30 10 15 20
長期介護保険における社区と在宅介護・
看護サービスの給付額 0 12 20 28
合　　計 30 22 35 48
民政居宅養老サービス手当（従来） 30 40 50 50














































































































































































る。利用者負担 1 割（食費，居住費を含む）の場合，うち 9 割が保険か
ら給付される。在宅サービスとコミュニティサービスの場合，具体的
には，要介護 2 ～ 3 級が週 3 回，毎回の訪問介護時間は2.5時間であり，
要介護 4 級が週 5 回，毎回の訪問介護時間は1.75時間であり，要介護 5
～ 6 級が週 7 回となっており，毎回の訪問介護時間は1.5時間である。





施設サービスの場合，具体的には，要介護 2 ～ 3 級が20元/日，要介

























2 級， 3 級
利用回数は週 3 回で，





1 回の利用は 1 .75時間
である。
5 級， 6 級
利用回数は週 7 回で，




2 級， 3 級 1 日当たり20元。
基金からの給付は
90％である。4 級 1 日当たり25元。

































































老サービス手当に比べて，要介護 2 ～ 3 級の被保険者の給付額が月18時
間減少され，要介護 4 級の被保険者の給付額が月15時間減少され，要介
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